
および監査報告」については、事前の委任状と議決権

成が得られたため承認された。

の後、石垣監事より監査報告がされた。

こと、1号議案から2号議案まであるが、投票数の集計

明があった。

2号議案 2024年度活動報告および事業報告(資料2

河原理事より各委員会の活動報告があった。

・投票(Zoom)の結果、「1号議案 2024 年度决算報告

行使を含め、賛成 46 票、反対0票となり、過半数の賛

1号議案 2024年度決算報告および監査報告(資料1

山本真実理事より、2024年度の決算報告がされた。そ

・荒木理事長より、決議は、Zoom の投票機能を用いる

を円滑におこなうため、1議案ごとに決議を行うことの説

一位身 我寻 小記名

こかったため、議長より、影山 葉子氏と杉浦太一氏の

- 員総合にないて選れと市 要々「がん

名となり、全社員の過半数を満たしており、定款 22条

明された

委任状の提出者 15名、議決権行使者1名の連絡を受

車業

印または署名することと定められている。自薦・他薦はな

推薦があり、議事録署名人を務めることとなった。

I. 議事錄署名人選出

・理事定 第223名に上り 社員 今の議事録には議長

けており、社員総会開始時における社員の出席者は30

に基づき、定時社員総会は成立した旨が説明された。

・定款 20条に従い議長は荒木理事長が務めることが記

I. 開会の辞

・荒木理事長より、開会の挨拶があった。

・浅野理事より社員 48 名のうち、社員総会開催までに
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「業報告」については、事前の委任状と議決権行使を含

告された。

・る利益相反の適切な管理のため、制定した指針および

内規・細則等の規定の整備・管理、学会事務局との連

調査)、質的調査①の実施およびホームページへの結

活動の補佐、第32回学術集会における日本乳幼児医

シンポジウムへの協力、社員総会・会員集会・理事会等

・投票(Zoom)の結果、「2号議案 2024年度委員会事

果掲載、質的調査(2)の実施および分析を行ったことが報

・利益相反管理委員会:本学会および会員の活動に関わ

細則に沿った運営を実施したことが報告された。

の蔵140 および統制、総務安員会の開催、定款

携を行ったことが報告された。

・Covid-19 調査研究プロジェクト:アンケート調査(量的

・総務委員会: 学会事業の推進に関わる諸活動、委員会

学・心理学会との共催シンポジウムの調整、JANA 主催

の人業生の通学バ 改るの間

「関する全国調査、評議員による活動助成事業の支援

伴う埋事長から

取り組みについて)、第31回学術集会との共同企画シ

定に向けた要望書の提出、社会活動・政策に関する活

開催する会議体への参加、「家族支援専門看護師の活

第31回学術集合診療報酬の加管要件

-プ)、JARFN の英語版ウエブサイトの更新を行ったこ

ウェブニュース第 20号の発行を行ったことが報告さ

Nursing Conference (IFNC)の情報提供および日

会セミナーの開催、International Family Nursing

展示実施、ニュースレターの発行、JARFN メールマガ

将米 恐 貝会心 養成の教育カリキュフムに

を行いたことが部出された

快的夫

のメッセージおよびこれまでの刊行物やセミナー等での取

ンポジウムを行ったことが報告された。

参画に向けた委員会合同企画、令和8年度診療報酬改

動の協議を行ったことが報告された。

災 等禾昌ム・十ームページ に 宝施

れた。

・社会活動・政策委員会: 看護系学会等社会保険連合の

動に関する実態調査(第1報) - Web 調査報告-」の公

ジンでの報告、Small Group 活動支援(第3期グルー

とが報告された。

・広報委員会: 随時 HP の更新、メールマガジンの発行、

動支援・情報提供、第17回International Family

本家族看護学会(JARFN)企画の検討、国際交流委員会

Association(IFNA)と協力し第31回学術集会での

「との交流・ネットワークを構築、会員向けの国際交流活

■の活用促進・洗練化に関する活動、家族看護教育セミ

看護の教育ツール【基礎教育版】の開発に関する活動

面別家族看護研修の開催検討、第31回学術集会で

矢看護グッドプラクティスアワード2024 を実施したこと

第10回日本家族看護学会研究奨励賞受賞論文の選

ブストラクト交換のための選考を行ったことが報告され

発刊、学術集会での委員会企画、学会誌に対する問い

・報告された。

・国際交流委員会: 諸外国の家族看護学学会・研究機関

・教育促進委員会 家族看護の教育ツール 【現任教育版

ナーの開催、第31回学術集会委員会企画の開催、家族

を行ったことが報告された。

・実践促進委員会 家族支援 CNS ネットワークによる場

の家族支援専門看護師による「よろず相談」の開催、家

が報告された。

・研究促進委員会:第13回家族看護学研究セミナー、第

考・表彰、Journal of Family Nursing(JFN)とのア

た。

・編集委員会: 委員会のWEB 開催、機関誌(第30巻)

合わせ対応、学会誌編集上の課題の検討を行ったことか








